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壱、はじめに
石川女郎、大伴宿禰田主に贈る歌一首〈即ち佐保大納言大伴卿の第二子 母を巨勢朝臣といふ〉
　
遊士とわれは聞けるを屋戸貸さずわれを還せりおその風流士
（２ ・ 一二六）
大伴田主、字を仲郎といふ。容姿佳艶にして風流秀絶なり。見る人聞く者歎息せざることなし。時に石川女郎といふもの有り。自ら雙栖の感を成して、恒に獨守の難きを悲しぶ。意に書を寄せむと欲ひて未だ良信に逢はず。ここ 方便を作して賎しき嫗に似せて己れ堝子を提げて寢の側 到りて、哽音蹢足して戸を叩き諮ひ 曰はく、東隣の貧女將に火を取らむとして來れりといへり。ここに仲郎、暗き裏 冒隱の形を識らず。慮外に拘接の計 ごとに堪へず。念ひのまにまに火 取り、路に就きて帰り去らしむ。明けて後、女郎すでに自媒の愧づべきを恥ぢ、また心の契の果さ を恨む。因りてこの歌を作り 謔戯を贈 。大伴宿禰田主、報へ贈る歌一首
　
遊士にわれはありけり屋戸貸さず還ししわれそ風流士にはある
（２ ・ 一二七）
同じ石川女郎、さらに大伴田主中郎に贈る歌一首
　
わが聞きし耳に好く似る葦のうれの足痛くわが背勤めたぶべし
（２ ・ 一二八）
右、中郎の足の疾に依りて、この歌を贈りて問訊ふそ。
　
右に掲げたのは万葉集巻二に見える石川女郎と大伴田主との間
に行われた贈報歌群である。これを主導した歌人の石川女郎は嘗て大津皇子、草壁皇子との間に相聞歌が交わされ、初期万葉から第二期まで活躍した主要な女流歌人であった。またこの歌群は万葉集中に見られる最初の和漢混淆歌文であり、且つ「風流」 趣向を前面に出したばかりでなく、長い漢 小説風の左注の付いた物語的な構成をもつ作品と て、多くの研究者の注目 引いてきた。歌群の構成上の性格に絡んで、ことに歌と左注 関係に き多様な見方が示されている。
この物語は、実話というよりもむしろ一箇の作り物語であるようだ。文章も事 を説明する以上に、文を飾って書いてい
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る。歌の贈答ぐらいはあったかも知れないが、事件はすこし奇抜すぎる
*1。
　
贈答歌が実際にあってその後左注に記された作歌事情は実話と
いうよりむしろ作り物であったと捉えられている。それに対し、歌群は主に左注が興味の中心であって、歌はそれに付随した趣があり、三首とも同一人の作とする見解もある。
興味は注を主としたもので、 はそれに付随した趣があり、また歌も同一人の手に成った趣をもってゐるからである
*2。
　
確かに田主の報歌があまりに贈歌によりたっているので同一人
の作と見られなくもない。そして歌群 左注は漢文で記述されたものだから中国文学との関わりが問われること固より る。従って問題は、 「実際 贈答歌に、中国文学に る脚色が加えられたものか、それ も、全体が中国文学の影響による作り話か」
*3と
言い換えられてもよい。そして「これが万葉びとのあいだで、奇抜秀逸な歌語りとして愛好されたことはまち いなかろう」と指摘されたのは 群が注目される最大の理由であった いえ 。　
現在、諸注釈書および諸論考では歌「三首同一人の作となれば、
この贈答はすべて虚構となるが、なお決定的 証拠に欠けるので、贈答歌にあとから物語的説明 加えら たと考えるのが 現段階では穏やかでろう」
*4といい、 また中国文学との関係については、 「左
注は当事者以外の者により賦などの影響のもとに書き加えられた」
*5というのが大方の見方のように思われる。
　
したがい、比較文学の見地から左注に用いられた語句出典を中
心に中国文学の様々な典拠が取り上げられた
*6。 が、 一篇全体の依っ
て立つ典拠については管見の ぎり、今だ定説を見ないよう 見
受けられる。　
一体、万葉集巻二にはこの前に久米禅師と石川女郎との贈答歌
や郎女と大津皇子・草壁皇子との相聞歌があり、また当該歌群の後にもう一首、題詞に「大津 の宮の侍石川女郎が大納言兼大將軍卿の第三子、大伴宿奈麿に贈る歌」とある歌を収めている。
大津皇子の宮の侍、石川女郎、大伴宿禰宿奈麿に贈る歌一首〈女郎、字を山田郎女といふ、宿奈麿 は大納言兼大將軍卿の第三子そ〉
古りにし嫗にしてやかくばかり戀に沈まむ手童の如〈一に云ふ、
戀をだに忍びかねてむ手童の如〉 （２ ・ 一二九）
　
右の歌も前出歌群と連続して享受されていたに違いない。佐保
大納言大伴卿は大納言兼大將軍卿と同一人物 安麻呂を指すので、歌群の作者、大伴田主わけても女流歌人・石川女郎に関する研究が進み、大津皇子宮の女侍、大伴安麻呂の後妻、内命婦としての歌人像がかなり鮮明に浮かび上がってきている
*7。一二九番歌でと
くに作者の石川郎女を 津皇子の宮の侍と明記す ことは注目すべきであろう。文学史の見地からすれば、この題詞が石川 を大津皇子文学圏の一員として特定したことを意味するからである。　
大津皇子は日本漢詩文学の首唱者であった。筆者は「詩賦は大
津皇子に始れり」とい 持統紀の記載の信憑性を論考したことある
*8。石川郎女の主導したこの贈答歌群は万葉集中の最初の和漢
混淆歌文であり、漢文小説風の歌物語りであってみれば、歌群と中国文学との関わ は大津皇子文学圏の性格 一端を明らかにすることに繋が 。したがい万葉集 中国文学の関わりを考えるうえで避けて通れない作品であり、 筆者もかつて、 歌語「みやびを」
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の表記に用いられた当て字「遊士」と「風流士」とが中国文化史上密接に関連付け ることを論考したことがある
*9。
　
その延長上、この度は当該歌群と中国文学との関係を漢文漢語
の語句出典としてではなく、物語性の拠って立つ典拠として考察を試みることにより、文学作品に見られる異文化受容の多様性に焦点 当て、歌群の創作ならびに享受の在り方を検証してみたい。もし漢詩文と和歌との交流相の解明 少しでも寄与できれば望外の喜びに思う。弐、遊士・風流士と司馬相如　
表題歌群において左注が興味の中心であったも の、歌の贈答
が実際に行われたことは概ね間違いないと思われる。したがい歌の表記は作者自ら記したかその意図を十分に理解 たものが記録したものであろう。そこで先ず歌 表記 取り げてみれば、 「みやびを」と訓読される歌語を「遊士」と「風流士」に書き分けれたことが注目されてしかるべきであろう。古代中国の歴史舞台において「遊士」と「風流士」の関係を通覧すれば、両者 活躍した歴史時期が前後に異なり、その役割交代を果たした は魏晋の間、わけても正始年間であったことが指摘される。戦国時代の世を駆け回り切歯扼腕して諸国の君主 富国強兵の策を遊説して功名を挙げた「遊士」が統一した中央集権制 平和な世になると、次第に諸王 抱える賢人・文学と能弁 士と化していっ 。
漢興りて、諸侯王皆自ら民を治め賢を聘す。呉王の濞、四方の游士を招致せり。 （鄒）陽は呉の嚴忌、枚乘等と
俱
に呉に
仕へ、皆文辯を以て名を著す。 （前漢書・賈鄒枚路伝）
　
鄒陽らかつて呉王濞に仕えた四方の遊士は呉王の濞が呉楚「七
国の乱」を画策する意向を察知し、諫言をしたが聞き入れられなかったため、呉を去り景帝の弟、梁孝王の下に移った。
是の時、景帝の少弟梁の孝王貴く盛へ、亦た士を待す。ここに於て鄒陽・枚乘・嚴忌ら、呉の説 可からざるを知り、皆去りて梁に之き、孝王に從ひて游す。 （前漢書・賈鄒枚路伝）
　
この梁の孝王の下に集まった遊士集団に後から漢代随一の文
豪・司馬相如もその一人に加わったのである。　
司馬相如は蜀郡成都 人、少い時か 讀書を好み、剣術を習っ
た。成人してから上京し孝景帝に事えて武騎常侍となったが、景帝が辞賦に興味がなく、武騎常侍の役職は相如の好みに合わなかった。そのため梁の孝王が游說 士を從えて來朝したとき、相如は一見して気に入り、病気を口実に都を去り、梁に遊 のである。そうした司馬相如は紛れもなく遊士であった。
是の時、梁の孝王來朝す。游說の士、齊人の鄒陽・淮隂の枚乗・吴 莊忌夫子の徒を從ふ 相如見てこれを說ぶ。病に因りて免じ、梁に客游す。梁の孝王、諸生と舎を同くせしむ相如、諸生・游士と居るを得ること数歳、乃ち子虚の賦を著す（史記・司馬相如伝）
*10。
　
先に見た鄒陽、 枚乗ら梁の孝王に仕えた遊説の士がみな「文辯」
を以って名を著すことはまず注目に値しよう。つま 彼ら前漢の遊士は戦国の遊士が弁舌に長ずるのと違い、文辞をもって辯論を粉飾したところに特色 あった。その頂点に到達 のが司馬相如であったとい も差し支えない 梁 孝王が卒 後「宦遊して遂げず」とい 「游 倦む」 （本伝）といわれる相如も遊士
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であったことに変わりはない。　
鄒陽、枚乗らと共に遊する相如の著した「子虚の賦」は游獵の
賦であるが、それが古くから君主を諫言する最大の課題の一つであったことは周知のとおりである。この点、司馬相如をはじめその頃の文学に「遊侠の気分」を指摘した吉川幸次郎の観点が卓見であろう
*11。相如伝に収録された彼の文章もその文飾を取り払って
主旨を見れば、彼が遊説の士であったことは一読して明らかである。　
文章ばかりでなく、武帝の質問に対して秦の時西南夷に通じ郡
縣を置いた故事 答えた司馬相如が中郎將を拝命し、西南諸部族を説き下したことこそ正しく立派な游説の士そ ものの実績であった。
天子以て然りと為す。乃ち相如を拜して中郎將と為し、節を建て往きて使ひせしむ。 （中略）司馬長卿、 便ち西夷を略定す。卭・筰・冉・駹・斯楡の君皆請ひて内臣と為る。辺関を除き、関益ます斥まり、西は沫若 水に至り、南は
牱
に至りて徼
を為り、零関に道を通し、孫水に橋をし、以て
卭
都に通ず。
還りて天子に報ず。 大いに説ぶ。
　
漢の武帝の西南夷経略について当時から賛否両論あり、蜀の長
老も朝廷の大臣も西南夷を通ずることの無用を言うものが多かった。そこで司馬相如は文を著して「籍るに蜀の父老を以てして辞を為し、而して已これを詰難し、以 天子を風し、且つ因り 其の使ひの指を宣べ、百姓をして天子の意を知らしめ」たのである。この「難蜀父老文」を読めば、作者の立場が使者にあったことは明らかである。そこに『詩』 『書』に見る「溥天之下、莫非王土」
なる言挙げのみでなく、 「博恩廣施、遠撫長駕」という新しい漢代の遊士の精神風貌を見て取れるであろう。　
一方、時代が下って、風流士が歴史舞台の主役に躍り出た後も、
司馬相如は最も適格な風流士として認められていた。魏晋風流の代表格は竹林七賢であったが、その一人
嵇
康がその著『高士伝』
に司馬相如を記してい 。
司馬相如は、蜀郡成都の人なり。字は長卿。初めは郎と為り、景帝に事ふ。梁の孝王來朝せしとき、遊説の士鄒陽等を從ふ。相如これを説び、因りて病をもて免じ、梁に遊す。後に臨卬を過る。富人卓王孫の女 文君新たに寡 なり、音を好む。相如、琴心を以てこれに挑む。文君これに奔 俱に成都に帰る。後に貧に居るゆえ、臨卬に至り、酒舍を買ふ 文君壚に當り、相如犢鼻褌を著けて 器を市中に滌ふ。人 為り口吃にして、善く文を屬す。仕宦するも高爵を慕はず、常に疾を託して公卿大事に與らず、家に終は 。其の賛に曰く、長卿、世を慢り 礼を越えて自ら放 す。犢鼻をして市 居るも その狀 恥じず。疾に託して官 避け、かの卿相を蔑む。乃ち大人を賦して、超然とし 尚ぶも なし。
　
その賛を見れば前半は世俗の礼法を無視した相如と文君の婚姻、
後半は出仕しても栄利を求めないその超俗な生方を謳っているが、前半については後述する。相如の超俗な生方について、本伝は次のように記す。
其の進みて仕宦するも、未だ嘗て公卿國家の事に與ること有らず。病を稱して閒居し、官爵を慕はず。
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世俗の功利に冷淡で、政治世事に無関心であったのが魏晋風流
の処世態度であり、その背景に老荘思想への傾斜があったことは周知 とおりである。漢の初め治世思想が儒家よりも道家に拠るところの大であったことは、例えば司馬遷「太史公自序」を見ても知られる。つまり相如の拠って立つ処世の思想は儒家もさることながら主として道家にあり、そこに竹林七賢と同じ思想根拠があったといって差 支えない。そして武帝が仙道を好むため、相如は「大人の賦」を著して奉った の賦が『楚辞・遠遊』に同じ文体をもつこと夙に張華によって指摘されている
*12。ここに留意
すべき点は二つある。一つは賦 主旨は「風諫」するところ あり、 『遠遊』と趣意が異なる。武帝が読ん 「飄飄有凌雲之氣、似游天地之間意」とあるにしても神仙の世界を称揚するものとは限らない。二つは「大人賦」 つき『史記索隠』は向秀説を引い「聖人在位、謂之大人」という。向秀は竹林七賢の中でも『荘子』を発明することで名高く、 『荘子』諸篇に「大人」 「聖人 ・ 至人 ・神人」と同じく多く用いられたこと周知の通りである。賦の結びに「乘虚无而上遐兮，超无有而独存」 り、 「遠遊」に異なる。この点、新釈大系に「独存」を注して『荘子・在宥』を引いたは正鵠を得るといえよう。つま 『 士伝』で司馬相如を讃えのに「大人賦」を挙げたのはそ に竹林風流に通ず 世界 あり、「超然として尚ぶところ莫し」 と評価される意味があったのである。　『世説新語』に魏晋の風流を追随する六朝の士人が「高士」すなわち風流士としての司馬相如 高く評価した記事が二つ見える。
『品藻篇』に書聖・王羲之の息子の徽之と獻之が『高士伝』を読んで栄貴を慕わない高潔の士・井丹よりも司馬長卿の風流を評価
している。
王子猷、子敬兄弟共に高士伝の人及び賛を賞す。子敬、井丹の高潔なるを賞す。子猷云く、未だ長卿の世 慢（あなど）るに若かずと
*13。
　「高潔」はただ世俗の功利を超越したのに止まる。対して「世を慢る」は儒教によった世俗の礼法を軽蔑し、自らの性情に委ねて行為をすることであり、その背後に魏晋風流に通ずる道家の思想があったのである。　今一つは『任誕篇』に王恭（字は孝伯）が同族の王忱小（字は
佛大）と共に阮籍と司馬相如とを比較した議論である。
王孝伯、王大に問ふ、阮籍は司馬相如に何如と？王大曰く、阮籍は胸中に壘塊あり、故に酒を須ひてこれを澆ぐと言ふこころは、阮、皆相如に同じく、而し 飲酒異るのみ。
　
阮籍と司馬相如とを比べれば如何と聞かれた王佛大 阮籍の胸
中に鬱積したものがあるので飲酒をする点で両者が違うと答えた劉孝標がこれを注して「阮籍は全て司馬相如に同じく、ただ飲酒だけ異るのだ」という。 「慢世」は礼法を越えて自らの性情を放任する意味において、竹林七賢わけても阮籍の超俗に通ず ものであった。王忱小 司馬相如と阮籍とは飲酒をするか否かを除いて全く違わないという判断には、阮籍 『 人先生伝』 作ったのも司馬相如の『大人賦』を意識したものと見 いたかもしれない。ここに司馬相如を風流士とし 評価した後世の見方が認められるのは間違いない。　
してみれば、司馬相如こそ遊士であり風流士であったこ は疑
いない。贈答歌 「みやびを」に「遊 」と「風流士」とを併用
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したのは作者の意図的な表記と考えなければならず、従いその目指す対象も自ずと明確であったに違いない。参、司馬相如 風流　
歌群の左注が漢文なのでそこに語られた物語の中国文学との関
わりが強いことはいうまでもない。その語句出典を中心に既に多くの先行研究があったことは先述した 一方、左注のもつ物語性に注目し、その拠立する典拠に焦点を絞れば目標が浮かび上がってくる。結論を先に言えば、左注 記された物語は史記・漢書の司馬相如伝をはじめ主 相如 文君の結婚譚に絡む逸話を踏まえたことが知られる である。　
梁の孝王が卒したあと、司馬相如は成都に帰ったが、家が貧し
く生業とするものがない窮状である。そこで親友・臨卭令の王吉に招かれて臨卭に行った。王 この宮仕えした旧友を態と恭しく接してみせたのである。
臨卭の中、富人多く、而して卓王孫は家僮八百人あり、程鄭も亦た数百人あり。二人乃ち相謂ひて曰く、令に貴客有り、為に具してこれを召び、并せて令を召ばむと。 既に至るに卓氏の客百を以て数ふ。日中に至りて、司馬長卿に謁ふ。長卿、病みて往く能はずと謝す 臨卭の令は敢へて食を嘗めず、自ら往きて相如を迎ふ。相如 已むを得ずして、彊めて往く。一坐盡く傾く。酒酣に 、臨卭の令前みて琴を奏め窃かに聞く長卿これを好むと。願はくは以て自ら娯め。相如辞謝し、為に鼓する と一再行。是 時 卓王孫 女文君有り、新たに寡となり、音を好む。故に相如繆りて令と相重ん
じ、而して琴心を以てこれに挑む。相如、臨
卭
に之くとき、
車騎を從へ、雍容閒雅にして、甚だ都やかなり。卓氏に飲し琴を弄するに及びて、文君窃かに戸よりこれを窺ひ、心悦びてこれ 好しとし、當るを得ざらんことを恐るるなり。既にして罷む。相如乃ち人を使はして重く文君の侍者に賜ひ殷勤を通ぜしむ。文君、夜亡げて相如に奔る。相如乃ち與 馳せて成都に帰る。家居徒だ四壁立つのみ。
　
臨卭に富豪が多く、なかでも卓王孫が家来八百人、程鄭も亦数
百人を抱える。二人は当地の長官、県令の貴客を宴会に招待しようと相談した。当日、王吉が宴会場に着いてみると、卓氏らの客は百人以上も来ていたが 正午になっても司馬相如が現れない。病で往けないというのである。そこで県令が敢えてご馳走に箸を付けず、自ら相如を迎えに往った 相如は罷むを得ず無理をして宴会に出向いた。そしたら参会者はみな司馬相如の優雅な風采に傾倒してしまった。彼らは相如が臨卭に訪れた時、車騎を從え「雍容閒雅にして甚だ都び」であった風采と容姿を見聞していたはずであった。　
そして酒が酣になるころ、県令が進み出て琴を捧げ、相如に好
みの演奏を勧める。受けて相如は一、 二曲弾い この時、卓王孫の娘 卓文君が未亡人になったばかりで音楽が好きであったそのため、相如 わざと県令と丁重に接し合うふり して、琴曲で彼女に誘いを掛けたの る。文君は臨卭に来た時の相如 優雅な振る舞いを見聞していたし、この時我が家で琴を弾く をドアの隙間から密かに窺い 見て、す かり気に入 て好きになってしまったが、後家の自分では釣り合わないのではないかと
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気に揉んでいた。ところが、宴会が終わると、相如がさっそく人を使わして文君の侍者に手厚い贈物をし文君への思いを伝えてきたので、文君は夜に家を抜け出し相如のもとに走り、二人は馬車を飛ばして成都に帰った。　『史記』に司馬相如と卓文君との恋愛を実に詳細に記述されている。それは本伝の 章 そのまま相如の「自叙伝」に依ったからであり
*14、 『漢書・司馬相如伝』も殆ど同文である。文中「恐不得
當」は顔師古注によれば「当は対偶を謂ふなり」という。文君が後家になったばかりで宮仕えをした風流 高雅 文士には釣り合わないと思われ のも世間の常識であろうが、そうした世俗の常軌をまったく無視し、むしろ自ら親友と図り合って文君に誘いを掛けたのが相如の「礼を越て自ら放にす」ることであり、 その「世を慢る」風流だった である。　
振り返って、大伴田主の「容姿佳艶にして風流秀絶」なること、
「見る人聞く者歎息せざることなし」とある点、 「雍容閒雅」で「一座悉く傾」 かせた司馬相如に等しいと えよう。また石川女郎 「自ら雙栖の感を成して、恒に獨守の難きを悲しぶ」思いも文君のそれに等しいが、それについては後にま 触れる。彼女が田主 心中を伝えようと思うものの使 の者がいないため、自ら工夫して身分の賎しい老女に扮装した。そして鍋を提げ、忍び足作 声で田主の寝室に近づき、戸を叩いて東隣の貧女 火を取りたくて来ましたという演出をするしかなかった。ところ 田主は暗闇のうち扮装 郎女を識らず、男女の交わり 手段も分から かそのまま火を取らせ帰らせてしまった。よって夜が明けて後、女郎は自分から進んで交際を持ち掛けたこと 恥ずかしく思い、ま
た心に契りたいという思いが果せなかったことを恨み謔戯の歌を贈っ のである。この石川女郎の演出にあ てメインプロットは「堝子を提げて」 「東隣の貧女將に火を取らむとして來れり」というものであったといってよい。実はこれこそ司馬相如と卓文君の結婚談を踏まえて 扮装だった である。
文君これを久しくして樂まず、曰く、長卿、第だ俱に臨卭に如け。昆弟に從りて假貸せば猶ほ生を為すに足らん。何ぞ自ら苦しむこと此くの如きに至らん、と。相如、與に俱に臨卭に之き、盡くその車騎を賣り、一酒舎を買ひて酒を酤る。而うして文君を て鑪に當らしむ。相如身自ら犢鼻
を著け、
保庸と與に雜作 、器を市中に滌ふ。卓王孫 聞きてこれを恥ぢ、為に門を杜ぢて出でず。
　
駆け落ちした卓文君と司馬相如が成都の家に着いて見ると、四
面に壁だけ立っているという極貧の状況であった。暫くすると、文君があまりの貧しさに耐えかね相如と相談してまた臨卭に舞い戻った。相如はそ 馬車を売って酒屋を一軒買った。相如は文君に店番をさせ、自ら犢鼻褌を身に付け、下男たちと雑役をし、街中の通りで食器を洗った。二人の駆け落ちを大いに怒った卓王孫はそれを聞いて恥ずかしくて家も出られなくなった。有名な「文君当爐」の逸話である。 『史記集解』韋昭注 「鑪 酒肆なり。土を以て堕を為り、 辺髙く、 鑪に似たり」という。史記は「当爐」の「爐」を「鑪」に作るが、 「 」 「爐」 「壚」 「盧」ともに通用する。韋昭注は解読のしよう よっ 「酒肆」とも取れるが、酒屋で土で作った酒甕 立 る台座であ た。漢書本伝に見え 顔師古注にもっと詳しい。
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「酒を売るところ、土を累ねて盧を為り以て酒瓮を居く。四邊隆起し、其の一面髙く、形は鍜盧の如し、故に盧と名づくのみ。而して俗の学者皆な、當盧 酒を温むる火盧 対ふと為すと謂ふ。其の義を失ふなり」
　
顔注に酒甕を置く台座の「盧・爐」を解説するところは韋昭注
と変わらないが、注目すべきはそこに引かれた俗説にこの「爐」を「酒を温むる火爐」とする解釈が一般にあったことである。それなら 鍋」と「火」が当然のことな ら必須となってくる。つまりいうならば、石川女郎 賤嫗に扮して「堝子を提げ」 「東隣の貧女」が「火を取」らせて貰いたいという演出は自らを「当爐」する「文君 に扮して、田主に「雙栖」した 意思を伝えたかたのである。 「貧」こそ相如 文君の結婚談を貫くキーワードであっ 。ところが、田主は相如では く、 「慮外に拘接の計りごに堪へず」 、夜明けになっても音沙汰が かったので、女郎 謗りの歌を贈るしかなかった。　
では歌を受け取った田主はようやく事の真相を理解しえたのか。
答えはもちろん是である。彼の報歌に「遊士」 「風流士 をそのまま襲用し、自分は正に「遊士」で「風流士」であった司馬相如に等しい性格の持ち主であ と答えたからである。つまり、田主はここに郎女と対立するの はなく呼応する関係 あったと思われるのである。四、卓文君の風流　
では、何故自ら司馬相如に擬する田主が卓文君を扮する郎女を
引き止めずに返してしまったのか。それは卓文君が まりに風流
であったからにほかならない。漢・劉歆撰・西京雜記卷二（新旧唐書は晋・葛洪著とする）に次のように記す。
司馬相如初め卓文君と與に成都に還る。貧に居して愁れ懣え、著るところの鷫
裘を以て市人の陽昌に就きて酒を貰ひ、文
君と與に懽を為す。既にして文君、 頸を抱へて泣きて曰く、 我、平生富足たり、今乃ち衣裘を以 酒を貰ふ。遂に相與 謀り、成都に酒を売らんとす。相如親ら犢鼻褌を着けて器を滌ふ、以て王孫をして恥ぢしめんとす。王孫、果たして以て病と為し、乃ち厚く文 に給はる。文君遂に富人と為る。文君は姣好に て眉の色は遠山を望むが如く、臉の際は常に芙蓉の若く、肌膚は柔滑にして脂の如し。十七にして寡たり。人と為り放誕にして風流、故に長卿 才を悦びて、礼を越ゆるなり長卿、素より消渇の疾有り、成都 還 に及びて、文君の色を悦び、遂に以て痼疾を發す。乃ち美人の賦を作り 以て自刺せんと欲す。而う 終に改むること能はず、卒に此の疾を以て死に至る。文君 誄を為り 世 伝はる。
　
司馬相如は卓文君と成都に帰り、初めは貧しく憂愁に暮れ、身
に着る羽毛コートを売って酒を買い、文君と飲んだ。しばらくして文君は首を抱えて泣いて曰う。自分は富裕の家に生れ、着る服を抵当して酒を買うような暮らしに堪えられない。そこで二人は計画し、成都で 売り、相如が親ら犢鼻褌を着て食器を洗う姿を晒すことで、卓王孫に恥を掻かせようとした。果たして王孫は娘夫婦の無様を恥じ入り、文君に手厚 嫁入り資財を与えたため、二人は富人になった。 たいそう美貌で眉の色は遠くから眺める連山のようで、頬の辺りは芙蓉のよ に美しく、肌 柔 滑
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らかで脂身のようであった。十七才で後家となり、人と為り放誕にして風流であった。ために相如の才能に惚れ込み礼節を逸脱した。司馬相如はもとから消渇の疾（糖尿病）があり、成都に戻ってから文君の美色に溺れて遂に持病を発病させた。そこで「美賦」を作り、自制しようとし が、終 改めることができず、その疾で亡くなった。文君が相如を追悼する誄を作り、世 伝わったという。 『西京雜記』の記述は相如の酒肆が成都と臨
卭
のどち
らにあったかで誤脱があるが、概ね司馬相如と卓文君との結婚経緯を補足するところがあるといって差支えない。その中で当該歌群と特に関わりが深いのは「美人賦」の制作契機に触れたところである。　「美人賦」は全文『古文苑』等古文集に収録されたほか、 『藝文類聚』 など類書にも抄出の章節や断片の引かれたものが多い。 「美人賦」 の内容は前半と後半に二分される。梁王 仕える相如が 「妖麗不忠」と讒言され、自らの好色を否定す のに、 「雲髪豊艶にて、蛾眉皓歯な」る東隣の美女が「垣に登りて臣を望むこと三年するも」 、それを無視して許さなかったことを証明に挙げた前半は殆ど宋玉「登徒子好色賦」によって成り立っている。
司馬相如は美麗にして閑都なり、梁王に遊す。梁王これを説ぶ。鄒陽これを王に譛り 曰く、相如美しきは則ち美しきならん、然れど服色容冶、妖麗にして不忠なり。將に媚辞により悅を取り、王が後宮に遊ばんと欲す。王これを察せざるや。王、相如に問ひて曰く、子、色を好むか？相如曰く、臣色を好まず。王曰く 子の色を好まざるは、孔墨の徒に何若ん？相如曰く、古の色を避くるは、孔墨の徒な 。齊、女を饋る
ことを聞けば遐く逝げ、朝歌を望めば車を迴らす。譬へば猶ほ火を水中に防ぎ、溺るるを山隅に避くるがごとし。此は乃ち未だ欲す可きを見ざるなり、何を以て色を好まざるを明らかにせんや？臣の若きは少きとき西土に長じ、鰥處獨居す。室宇遼廓なるも、與に娛びと為すものなし。臣の東隣に一女子有り、雲髪豊艶にして、蛾眉皓歯なり。顔盛りて色茂り、景曜き光起つ。恒に翹翹して西のかた顧み、臣 留め 共に止らんと欲す。垣 登りて臣を望むこ 、茲にして三年するも、臣は棄てて許さず。
　
この中、 「東隣」の女子は「好色賦」の「東家」の子とともに左
注の語句出典に挙げられたが、石川郎女の扮する貧女の性格を仄めかす言葉としての「東隣」が「美人賦」のそれに一致することは注目されてよいであろう。　
宋玉賦を踏まえた前半に対して、 「美人賦」後半は作者が大王の
髙義を慕って東方に來る途中、上宮の閑館の堂内で独居 美人に出会う情形を描く。彼女は私のために酒を設け琴を進め、そして私の弾く曲に合わせて、独居の寂寞と佳人を慕い身を託したい気持ちを歌いながら体を寄せてくる。そ 辺りの光景描写は相如・文君の閨房もかくやと思われるほど全く独自の展開になっている。
窃かに大王の髙義を慕ひ、駕を命じて東に來る。途は鄭衛に出で、道は桑中に由りす。朝に
溱洧
を發ち、暮に上
に宿る。
上宮の間館、寂寞として雲虚たり。門閣は昼も掩ひ、瞹として神居の若し。臣、そ 戸を排きてその堂に造る。芳香芬烈とし 、黼帳髙く張る。女獨り處る有り 婉然とし 牀 在る。奇葩逸麗にして 淑質艶やかに光 臣が遷延するを覩
????????????????????
（三四）
て、微笑えみて言うて曰く、上客は何の国の公子か、從りて來るところ遠くあらずや？遂に旨酒を設け、鳴琴を進む。臣遂に琴を撫き幽蘭白雪の曲を為す。女歌うて曰く、獨り室に處りて廓として依る無し、佳人 思ひて情傷悲す。美人有來ること何ぞ遲き 日既に暮れ華色衰へ、敢て身を託して長く自ら私せん。玉釵臣が冠に挂り、羅袖臣が衣を拂ふ。時に日は西に夕き、玄陰晦冥たり。流風慘冽として、素雪飄零閒房寂謐として、人の聲聞かず。是 於て寢具既に設け、服玩珍竒なり。金
香を薫き、黼帳低く埀る。
褥重ね陳べ、
角枕横に施す。女乃ちその上服を弛め その褻衣を表す。皓體呈露して、骨弱く肌豊かなり。時に來りて臣 親しみ、柔かく滑らかなること脂の如 。臣乃ち氣を内に服し、心を懐に正し、誓を信ぶ 且つ旦ら にし（一 旦旦） 、志を秉つこと囘らず、翻然として髙 舉がり、彼と長く辞す。
　
明の張溥が相如集題詞に「美人賦は、風詩の尤なり、上に宋玉
を掩う。葢し長卿、風流誕放にして色を論ずるに深し。即ち其の自叙する所の琴心を伝へ、善く好女に感ぜしめ夜亡せしむるものなり。史遷形状せば、安んぞ能く此に及ばん。他人の賦は、才を賦するも、長卿は心を賦するなり。これを内に得て、以て彼に伝ふ可からざるなり」
*15という。相如の美人賦と自叙伝とを照らし合
わせた批評であ 。　
美人賦の重きを成す後半は相如伝に記す相如・文君の結婚談と
符合するところ多いこと一読して明白であろう。こ でも注目したい焦点は二つある。一つは相如伝にいう「琴心」に対応する閑館麗女の悲傷を歌っ 「獨り室に處 て廓として依る無し、佳人
を思ひて情傷悲す」とある歌詞が石川郎女の「自ら雙栖の感を成して、恒に獨守の難きを悲しぶ」思いと言葉遣いこそ少々違うものの大意は全く一致するところである。つまり、郎女と田主の触れ合いに郎女の積極的な態度は麗女（文君）の相如に対するそれに同じく、美人賦も郎女の依って立つ典拠の一つであったに違いないと思われる。二つは賦の結末に相如が麗女と終に 「長く辞 」るという結びであ つまり、美人賦で は「東隣」 美女を拒否したばかりでなく、文君がモデルであ た閑館の麗女に出会ったものの最後は彼女と長く別れなければならなかった。理由は表向き「大王 髙義を慕」うとあるが 真実は『西京雑記』にいう「消渇」の「痼疾」が発病した為の「自制」 あったに違いない。　『西京雑記』は作者に関して異伝があったものの、庾信など六朝の詩文に既に典拠として用いられたし、虞世南『北堂書鈔』 、歐陽詢『藝文類聚』など隋唐 類書に多く引か ことから当時この書が広く読まれ、且つその記事の信憑性 ほとんど疑われなかったこと 知られるのである。　そこで田主の報歌を振り返ってみれば、 郎女の贈歌にあった 「遊
士・風流士」 歌語表記をそのまま襲用 、自らを司馬相如に等しいと自認しながらも郎女を留めず帰したからこそ 「風流」 あったという根拠も相如 美人賦で文君と思われる麗女を最終的に「長く辞」したことにあったのではなかったか。　
よって同じな流れで郎女の更贈歌がなければならない。いうな
らば、田主が女郎を引き留めずそ まま帰したのは「おその風流士」だからではなく疾が有ったのである。 「消渇」 症状が 足
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の疾」に現れることのあることは昔から知られていたであろう。無論それは決定的な問題ではない。 「疾」があ ば事足りるのである。
同じ石川女郎、さらに大伴田主中郎に贈る歌一首
　
わが聞きし耳に好く似る葦のうれの足痛くわが背勤めたぶべし
（２ ・ 一二八）
右、中郎の足の疾に依りて、この歌を贈りて問訊ふそ。
　
一二八番歌の上二句に関して、そこに田主を風流士として認め
る意味合いが含まれるとの指摘があり
*16、その通りであろう。しか
し歌の重点は後半にあり、 「葦のうれの足痛く」という「足の疾」があったために郎女がそのまま帰された だから。つまり、更贈歌は「中郎の足の疾」を問訊ふこ で田主を相如と同等の風流士と認めるとともに、自分が引き留められなかったのは自分に魅力がないた ではなく、 文君に等しい風流な麗人であるからこそ 「自制」されたことを宣言する効果が期待できるの ある。　
してみれば、この歌群は三首の歌が緊密に連続して始めて完結
したのみでは く、左注 も密接に一体化した作品であった 左注に記された奇抜すぎる物語 司馬相如と卓文君の結婚逸話を基底に据えて展開されたものであり、そのうえ歌群が成り立ったのである。もっとも、このことは直ちに歌も左注も同じ人による筆録に繋がらない。いうならば、歌 多分 作者 筆録であろうが、左注に記された物語性に富む作歌事情は後人の記録であっても構わないのである。なぜなら、左注に記され 基底 た「文君当爐」の逸話が風流秀逸な物語を愛好した人々のあいだであまりにもよく知られたからであり、 出典と る書籍『史 』 『漢
書』 『西京雑記』 『美人賦』などいずれも広く流布していたものばかりだったからである。三首の歌に伴う口承の物語があれば、後人の筆録者でも出典とな 漢籍の知識 よって作歌事情をほぼ復元することができるであろう。そして、それは郎女と田主の贈答歌の制作事情をそうとうに真実に反映 たことに変わりはないといってよいのである。伍、むすび　
万葉集巻二に見える石川郎女と大伴田主との贈答歌群は、中国
文学わけても 『史記』 『漢書』 にある司馬相如伝及び相如の作品 「美人賦」と『西京雑記』や『世説新語 に見える司馬相如と卓文君、さらには竹林七賢に纏わる史伝または逸話 依拠して作られたものである。その依拠した典拠は複数の書籍に渉るが、いずれも相如と文君の逸話に集約されるし、竹林七賢に纏わ 話題なら『高士伝』も『世説新語』 高い関連性を示す。そこ 特定の趣味教養と文学傾向を持つ文学圏が想定されれば、そこから共有性 ある関心度の高い題材や話題が鮮明に浮かび上がるであろう。つまり当該歌群と中国文学と 関係を考える場合、漢文漢語 語句出典を考察するこ もさりながら、 題性と うか物語性の拠って立つ 拠を総合的に考察することが有効な方法ではないかと思われる。それが古典文学 おける中国文学受容 多様性を物語ともに、自家薬籠中の糧と化した漢籍の知識が和歌の創作 とっても操作自由度の高い素材となろう。こ に石川郎女 大伴田主の共通の世界があったと える。　
大津皇子は日本漢詩文学の首唱者であった。一二九番歌の題詞
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にとくに作者の石川郎女を「大津皇子の宮の侍」と明記したことは、石川郎女をかつての大津皇子文学圏の一員として特定したことを意味する。郎女はこの文学圏内で漢文学 造詣を深めたに違いない。彼女の主導した当該贈答歌群は万葉集中 最初の和漢混淆歌文であり 漢文小説風の歌物語りであってみれば、そこに見られる中国文学の受容の在り方 大津皇子文学圏の傾向的性格一端を窺わせる 共にそ 後の大津文学圏 拡散とも言えるように思われる。そこ 中国文学 一般的教養もさることながら、興味のある題材に関して相当に該博な知識と深い造詣を持つも と考えられる。司馬相如を想定した「みやびを」 表記に「遊士」と「風流士」を書き分けた とは文化史的に見て相当に深い人物性格の認識に到達していたことは間違いない。 に石川郎女はその和歌の才能と漢文学の教養 よっ 内命婦として宮中に仕えたものと思われる。　
なお、この贈答歌群が相聞に分類されたことから発端は左注に
記された恋慕の情が有り、それが果たされなかった為の「諧謔諧謔をもって答えた 」
*17と見られる。また当時、石川郎女が既に
田主の父親大伴安麻呂と再婚していたと推定さ なら、 武三年「三十七歳の郎女にとって五十四歳の夫よりも三十歳前後の義理の息子たちの方が遊びとしての恋 歌を贈る はふ わしく楽しいことであったに相違ない」
*18とも考えられるが、そのいずれの
場合も、卓文君を扮した郎女の姿勢に「放誕にして風流 、礼法を超越した文君の性格が重なるところがあったことは想像に難くあるまい。 「文君当爐」の故事は一個の題材に留まらず 受容者の生活態度にもなんらかの影を投げかけた ではなろうか。
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